
巣
鴨
巣
鴨

JR巣鴨
駒込

庚申
塚

庚申
塚

都
営
三
田
線

都電
荒川
線

JR山手線

高岩寺
（とげぬき地蔵尊）
高岩寺
（とげぬき地蔵尊）

←至池袋←至池袋

至上野→至上野→

白
山
通
り

巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街

A3A3
A4A4

A1A1A2A2

…寺
…神社
…警察

…バス停
…郵便局

六義園

飛鳥山公園

すがもんの
おしり
すがもんの
おしり

染井霊園

眞性寺
（江戸六地蔵尊）

眞性寺
（江戸六地蔵尊）

猿田彦大神
（庚申塚）
猿田彦大神
（庚申塚）

善養寺善養寺

中山道待夢中山道待夢 巣鴨郵便局巣鴨郵便局

巣鴨一丁目巣鴨一丁目

このマップは
略図ですから
近くに行ったら
道をきいてね。

このマップは
略図ですから
近くに行ったら
道をきいてね。

徳川慶喜梅屋敷跡徳川慶喜梅屋敷跡

染井吉野の碑染井吉野の碑

妙行寺妙行寺

本妙寺本妙寺

巣
鴨

周
辺
マ
ッ
プ



すがもん屋（案内所）で販売

ハートのかけら
お守りとしてカバンに入れる？
好きな人にあげる？
恋を実らせたいお友達にプレゼントする？

絵馬
絵馬の裏にお願いごとを書いて
すがもんのおしりをさわって！
すがもんのおしり小屋に掛ける

すがもん公式ホームページ
http://sugamon.shop-pro.jp/税込500円

染井霊園 そめいれいえん

染井霊園の敷地は、そもそも播州林田藩の屋敷跡で、
染井という名前の泉があったことに由来しています。
桜の代名詞として広く知られる染井吉野はこの地が発
祥で、江戸末期から明治初期にかけてこの近辺の植木
職人が全国に向けて売り出したものです。

後に都営霊園となり、美術家・思想家の岡倉天心、小説家の二葉亭四迷、彫
刻家・詩人の高村光太郎、その妻で画家の智恵子など、多くの著名人がこの
地に眠っています。

ばんしゅうはやしだはん

おかくらてんしん ふたばていしめい

本妙寺 ほんみょうじ

このお寺は徳栄山惣持院本妙寺と号し、もともと本郷
丸山にあった法華宗のお寺で、明治43年（1910年）
に当地へ移転しました。明暦3年（1657年）に発生し、
約10万8000人の命を奪った史上最大の火事｢明暦の
大火（通称振袖火事）｣の火元とされていますが、実際

は幕府の要請により火元の汚名をかぶったといわれています。また、境内に
は遠山の金さんこと遠山金四郎景元の墓や江戸の剣豪千葉周作の墓、囲碁
の本因坊歴代の墓などがあります。

とくえいざんそうじいんほんみょうじ

ほっけしゅう

めいれき

とおやまきんしろうかげもと

ほんいんぼう

たいか ふりそで  か  じ

徳川慶喜梅屋敷跡 とくがわよしのぶうめやしきあと

大政奉還を行った十五代将軍徳川慶喜は、静岡で長
い謹慎生活を送っていましたが、61 歳のときに巣鴨に
移り住みました。巣鴨邸は、中山道（現白山通り）に面
して門があり、庭の奥には故郷の水戸に因んだ梅林が
あったことから、町の人々から「ケイキさんの梅屋敷」

と呼ばれ親しまれました。しかし、巣鴨邸の脇を鉄道が通ることが決まり、
その騒音を嫌って、明治34年（1901年）小日向第六天町に移転しました。

とくがわよしのぶ

染井吉野 そめいよしの

「染井吉野」という桜は、巣鴨にあった染井村の植木
屋が、江戸時代末期から明治時代はじめにかけて全国
に売り出した品種です。当初、奈良県山岳部の桜の名
所「吉野山」にちなんで「吉野桜」と命名していましたが、
吉野山の桜はヤマザクラの類であるため、誤解を招く

として取りやめとなりました。その後、明治 33 年（1900 年）、上野公園の桜
を調査した藤野寄命博士が、「染井吉野」と命名して『日本園芸会雑誌』に発
表し、この名が定着しました。

ふ じ の き め い

六義園 りくぎえん

元禄15年（1702年）に、五代将軍綱吉に仕えた川越
藩主柳沢吉保により築園された日本庭園で、池、築山
を中心にぐるりと巡ることができる回遊式築山泉水庭
園です。名前の由来は、中国最古の詩篇『詩経』の体
裁上の形式（風・雅・頌）、表現上の形式（賦・比・興）で

ある｢六義｣によります。しだれ桜、つづじ、紅葉の名所として知られ、特にラ
イトアップされる春のしだれ桜と秋の紅葉の時期は、連日多くの人々で賑わ
います。

げんろく つなよし

りくぎ

つきやま
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やなぎさわよしやす

えん しきょう

飛鳥山公園 あすかやまこうえん

この公園は八代将軍徳川吉宗の指示で、山桜1270本
を植えさせ江戸庶民のためにこの地を花見の地にした
のが始まりといわれる公園です。その当時庶民が花見
をできる場所は向島堤か飛鳥山に限られていたため、
桜の季節になると花見の話でもちきりだったそうです。

その様子は広重の浮世絵や、落語などでも伝えられています。その後、明治
6年日本最初の公園に指定され、現在、飛鳥山全体で約650本の桜が見られ
ます。児童公園には蒸気機関車や都電6080型車両が展示してあります。

むかいじまつつみ

てん

善養寺 ぜんようじ

山号を薬王山、院号を延寿院と号する天台宗のお寺で、
正法院と深い関係のある上野寛永寺の末寺です。天
長年間（824-833年）に慈覚大師が上野山内に創立し
たと伝えられ、寛文年間（1655～1672年）に下谷坂
本に移り、明治44年（1912年）現在の地に落ち着き

ました。本堂には江戸三大閻魔の一つ、高さ約３ｍの木造閻魔座像が鎮座し
ています。また境内には、尾形乾山（尾形光琳の弟）の墓、フランスの原子物
理学者湯浅年子の墓があります。
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妙行寺 みょうぎょうじ

寛永元年（1624年）に創建され、明治42年（1909年）
に四谷から移転してきた寺で、東海道四谷怪談で有名
なお岩様の墓があります（お岩様の家は妙行寺の檀家
だったといわれています）。実際のお岩様は、貞淑な女
性で夫の田宮伊右衛門とも仲がよく、お岩様の信仰の

おかげで田宮家も栄えたという話が伝えられています。
また境内には、魚河岸で犠牲になった生き物を供養する｢魚河岸供養塔｣や
｢うなぎ供養塔｣などもあります。


	案内所マップ_1604_ura_01
	案内所マップ_1604_ura_02

